
序

章

問
題
の
所
在

小
論
は
、
醍
醐
寺
文
書
に
伝
来
す
る
出
羽
国
赤
宇
曽
に
関
す
る
史
料

か
ら
得
ら
れ
た
こ
と
を
手
が
か
り
に
、
室
町
幕
府
の
出
羽
国
統
治
と
そ

の
転
換
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
1
)
 

赤
宇
曽
関
係
史
料
の
理
解
は
、
遠
藤
巌
の
研
究
が
通
説
で
あ
る
。
遠

藤
は
、
赤
宇
曽
関
係
史
料
か
ら
、
出
羽
国
に
お
い
て
幕
府
か
ら
羽
州
探

題
を
経
て
、
京
都
扶
持
衆
小
野
寺
家
道
を
遵
行
使
節
と
す
る
所
領
遵
行

ル
ー
ト
が
あ
る
と
す
る
。

史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
文
言
の
解
釈
に
と
ど
ま
ら
ず
、
幕
府
の
出
羽

国
統
治
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
同
国
に
お
け
る
所
領
遵
行
の
発
給
文

書
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
方
法
は
、
史
料
の
乏
し
い
出
羽
国
で
は
不
可

欠
で
あ
る
。
小
論
で
も
史
実
の
背
後
に
あ
る
国
制
と
そ
の
転
換
の
解
明

~ 

第
一
節

第
一
章

を
課
題
と
し
た
い
。

右
の
通
説
を
ふ
ま
え
て
か
つ
て
赤
宇
曽
関
係
史
料
を
と
り
あ
げ
て
み

(
2
)
 

た
と
こ
ろ
、
史
料
解
釈
の
一
部
に
疑
問
が
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
以
上

の
議
論
を
展
開
し
て
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
小
論
で
は
、
赤
宇
曽
関
係
史
料
を
と
り
あ
げ
、
通
説
の
問
題

点
を
提
示
す
る
。
そ
の
う
え
で
史
料
を
読
み
直
し
、
赤
宇
曽
を
め
ぐ
る

事
実
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
こ
と
を
手
が
か
り

と
し
て
、
一
五
世
紀
中
期
に
お
け
る
幕
府
の
出
羽
国
統
治
の
方
針
と
そ

の
変
遷
に
関
す
る
一
の
試
論
を
提
示
し
た
い
。

出
羽
国
赤
宇
曽
を
め
ぐ
っ
て

通
説
と
そ
の
問
題
点

五
世
紀
中
期
の
出
羽
国
統
治
に
つ
い
て

鈴

木

満
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本
章
で
検
討
の
対
象
と
す
る
醍
醐
寺
伝
来
の
出
羽
国
赤
宇
曽
に
関
わ

る
史
料
は
、
次
の
五
通
で
あ
る
。

(
3
)
 

[
史
料
A
]

（
包
紙
ウ
ハ
書
）

「

竹

松

殿

右

京

大

夫

勝

元

」

出
羽
国
赤
宇
曽
事
、
三
宝
院
御
門
跡
領
云
々
、
早
可
被
沙
汰
居
彼

雑
掌
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
伯
執
達
如
件
、

（
田
川
闘
元
）

宝

徳

元

年

八

月

廿

五

日

右

京

大

夫

判

竹
松
殿

(
4
)
 

[
史
料
B
]

（
包
紙
ウ
ハ
”
)

「

自

奥

州

白

川

金

勝

寺

謹

上

禅

那

院

御

坊

中

有

良

」

態
以
飛
脚
申
上
候
、
抑
自

御
門
跡
様
蒙
仰
候
赤
宇
曽
之
事
候
、
小
野
寺
方
へ
申
遣
、
返
事
と

も
取
進
上
仕
候
、
旧
冬
百
年
以
来
候
ハ
ぬ
大
雪
に
て
候
間
、
無
通

路
候
て
、
や
う
／
＼
以
同
宿
僧
、
御
状
共
着
申
、
三
月
末
二
是
ヘ

罷
帰
候
、
尤

上
意
事
候
間
、
愚
僧
罷
越
可
申
付
候
処
二
、
当
国
諸
軍
勢
何
か
と

申
間
、
厳
重
二
申
付
候
二
よ
り
、
滞
留
仕
候
ほ
と
に
、
以
僧
遣
候

き
、
豊
田
出
雲
入
道
二
能
々
御
談
合
候
て
、
重
可
被
仰
下
候
、
緩

怠
之
御
返
事
申
上
候
、
無
是
非
次
第
候
、
大
宝
寺
に
て
も
、
大
崎

殿
様
に
て
も
、
可
被
仰
談
候
欺
、
在
京
候
矢
野
方
へ
被
仰
付
候
へ

と
小
野
寺
申
、
豊
田
入
道
を
被
召
寄
候
て
、
能
々
可
有
御
談
合
候
、

前
伯
者
守
立
貞
判

此
旨
能
々
可
預
御
披
露
候
、
当
国
面
々
勢
使
仕
候
者
、
其
以
後
愚

僧
可
上
洛
仕
候
、
其
時
最
前
以
参
上
、
毎
時
可
申
入
候
、
返
々
憑

入
候
、
能
々
可
預
御
披
露
候
、
恐
恨
謹
言
、

卯

月

十

一

日

有

良

（

花

押

）

謹
上
禅
那
院
御
坊
中

(
5
)
 

[
史
料

c]

(a紙
ウ
ハ
書
）

「

自

雄

勝

ま

い

る

小

介

川

進
上
人
々
御
中
御
返
扉
前
伯
者
守
立
貞
」

御
状
畏
入
候
、
仇
当
所
三
宝
院
御
門
跡
御
領
之
由
、
自
京
都
被
仰

下
候
、
然
間
御
年
貢
等
無
沙
汰
之
由
承
候
、
五
代
十
代
二
も
御
門

跡
之
御
領
成
候
て
、
御
年
貢
進
上
申
た
る
事
無
候
処
、
如
何
と
し

た
る
題
目
を
以
、
如
此
被
仰
候
哉
、
鷲
入
候
、
御
意
と
ハ
申
な
か

ら
、
承
引
難
申
子
細
候
、
恐
恨
謹
言
、

二
月
十
六
日

進
上
人
々
御
中
御
返
畢

(
6
)
 

[
史
料
D
]

（
包
紙
ウ
ハ
書
）

「

小
野
寺

謹
上
豊
田
出
雲
殿
前
隠
岐
守
家
道
」

去
年
九
月
十
五
日
御
状
、
当
年
二
月
七
日
令
披
見
候
了
、
御
意
通

赤
宇
曽
申
遣
候
、
則
返
状
進
候
、
於
向
後
直
可
被
仰
付
候
、
殊
外

不
肖
人
候
間
、
一
向
私
う
ろ
ん
の
様
相
似
候
、
伯
御
用
之
時
者
、

幾
度
矢
野
可
被
仰
付
候
、
無
案
内
御
使
者
御
座
候
ヘ
ハ
、
被
追
時
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日
候
間
、
上
意
大
切
候
、
以
後
可
預
得
御
心
得
候
、
恐
々
謹
言
、

二

月

十

八

日

前

隠

岐

守

家

道

判

謹
上
豊
田
出
雲
殿

(
7
)
 

[
史
料
E
]

矢
野
弥
次
郎

進

上

豊

田

出

雲

殿

重

政

」

就
三
宝
院
御
門
跡
御
領
、
御
使
者
御
僧
御
下
候
、
彼
御
領
御
事
、

御
年
貢
等
進
上
仕
候
事
、
五
代
十
代
之
内
に
も
不
存
知
候
間
、
於

（
閃
良
力
）

今
御
年
貢
沙
汰
申
事
叶
敷
由
、
返
事
仕
候
間
、
自
屋
形
其
分
御
返

事
被
上
申
候
、
可
然
様
に
御
管
領
様
へ
御
披
露
候
て
、
ゐ
中
儀
御

ふ
ち
は
な
れ
候
ハ
ぬ
や
う
二
、
御
申
御
沙
汰
候
者
、
公
私
畏
入
候
、

我
々
も
い
ま
た
散
々
敷
候
間
、
状
計
以
御
返
事
申
上
候
、
如
何
様

当
年
御
馬
上
候
ハ
ヽ
、
其
時
委
細
申
上
候
、
恐
恨
謹
言
、

二

月

十

八

日

重

政

判

進
上
豊
田
出
雲
殿
御
返
扉

通
説
は
[
史
料
B
]
＼
[
史
科
E
]
の
年
代
を
宝
徳
二
年
(
孟
四
五
O
)

と
し
、
竹
松
を
羽
州
探
題
最
上
氏
、
豊
田
出
雲
入
道
を
羽
州
探
題
執
事
、

小
野
寺
家
道
を
出
羽
国
雄
勝
郡
在
国
の
京
都
扶
持
衆
、
矢
野
重
政
を
小

野
寺
氏
在
京
代
官
と
す
る
。
そ
し
て
羽
州
探
題
充
に
[
史
科
A
]
が
発

給
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
豊
田
発
給
の
‘
[
史
料
D
]
の
い
う
「
九
月

十
五
日
御
状
」
が
家
道
に
出
さ
れ
る
、
家
道
は
遵
行
使
節
と
し
て
実
行

し
た
が
‘
[
史
料
C
]
で
抗
弁
さ
れ
‘
[
史
料
D
]
．
[
史
料
E
]
で
事
態

を
報
告
し
た
と
す
る
。
一
方
三
宝
院
門
跡
執
事
醍
醐
寺
禅
那
院
僧
か
ら

幕
府
東
国
使
節
僧
と
し
て
金
勝
寺
滞
留
中
の
有
良
に
遵
行
依
頼
が
あ
っ

た
が
、
大
雪
を
理
由
に
同
宿
僧
の
み
を
出
羽
国
に
使
節
と
し
て
同
道
下

向
さ
せ
、
家
道
か
ら
の
返
報
に
接
す
る
や
、
今
後
の
進
言
を
含
ん
だ
[
史

料
B
]
を
作
成
し
た
と
す
る
。

右
の
人
名
比
定
の
う
ち
豊
田
は
、
か
つ
て
述
べ
た
よ
う
に
管
領
細
川

氏
の
被
官
で
あ
る
。
と
す
る
と
[
史
料
E
]
の
「
可
然
様
に
御
管
領
様

ヘ
御
披
露
候
て
」
は
重
政
が
被
官
を
通
じ
て
主
人
へ
の
披
露
を
依
頼
し

た
文
言
と
解
さ
れ
、
「
御
管
領
様
」
は
管
領
在
任
中
の
細
川
氏
と
な
る
。

[
史
科
B
]
ー
[
史
料
E
]
の
年
代
が
宝
徳
二
年
（
二
四
五

O
）
で
は

管
領
が
畠
山
持
国
に
な
る
か
ら
妥
当
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
年

代
比
定
が
課
題
と
な
る
。

[
史
料
B
]
の
差
出
人
有
良
は
、
長
禄
年
中
に
幕
府
の
命
を
受
け
て

(
8
)
 

奥
羽
両
国
に
下
っ
て
い
る
。
ま
た
[
史
料
B
]
．
[
史
料
D
]
・
[史
科
E
]

に
み
え
る
農
田
は
、
文
安
か
ら
宝
徳
に
か
け
て
の
史
料
に
所
見
が
あ

(
9
)
 
る
。
こ
れ
ら
か
ら
「
御
管
領
様
」
は
通
説
の
と
お
り
細
川
勝
元
で
、
[
史

料
B
]
＼
[
史
料
E
]
の
年
代
は
勝
元
が
管
領
に
在
職
し
た
、
文
安
二

年
(
-
四
四
五
）
三
月
二
四
日
＼
宝
徳
元
年
(
-
四
四
九
）
一

0
月
五

日
、
享
徳
元
年
(
-
四
五
二
）
―
一
月
一
六
日
＼
寛
正
五
年
(
-
四
六
四
）

九
月
ニ
―
日
、
応
仁
二
年
(
-
四
六
八
）
七
月
一

0
日
＼
文
明
五
年

（
一
四
七
三
）
五
月
―
一
日
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
ど
の
時
期
に
せ

よ
[
史
料
A
]
を
受
け
て
直
ち
に
[
史
科
B
]
＼
[
史
料
E
]
が
作
成
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さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
後
者
を
前
者
か
ら
切
り
離
し
て
と
り
あ

げ
ら
れ
る
。第

二
節
経
過
と
「
九
月
十
五
日
御
状
」

[
史
料
B
]
を
ベ
ー
ス
に
‘
[
史
料
C
]
ー
[
史
料
E
]
で
補
い
な
が
ら
ヽ

出
羽
国
赤
宇
曽
の
経
緯
を
述
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
有
良
は
、
三
宝
院
門
跡
よ
り
赤
宇
曽
に
向
か
う
よ
う
命
じ
ら
れ
る

(
[
史
料
B
]
の
「
自
御
門
跡
様
蒙
仰
候
赤
宇
曽
之
事
候
」
と
「
上

意
事
候
間
、
愚
僧
罷
越
可
申
付
候
」
）
。
と
こ
ろ
が
有
良
は
、
陸
奥

国
内
で
足
止
め
さ
れ
る
（
「
当
国
諸
軍
勢
何
か
と
申
間
、
厳
重
二

申
付
候
二
よ
り
、
滞
留
仕
候
」
）
。
そ
こ
で
有
良
は
僧
を
遣
わ
し
て

事
情
を
報
じ
、
そ
れ
を
受
け
た
禅
那
院
は
豊
田
出
雲
と
談
合
す
る

（
「
以
僧
遣
候
き
、
豊
田
出
雲
入
道
殿
二
能
々
御
談
合
候
」
）
。
そ
の

結
果
、
小
野
寺
家
道
に
託
す
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

②
豊
田
は
家
道
の
在
京
代
官
矢
野
重
政
に
赤
宇
曽
の
件
を
命
じ
、
重

政
は
僧
と
と
も
に
下
向
す
る
(
[
史
料
E
]
が
豊
田
充
で
、
「
就
三

宝
院
御
門
跡
御
領
、
御
使
者
御
僧
御
下
候
」
）
。
二
人
は
有
良
の
い

る
白
河
金
勝
寺
に
向
か
い
、
三
宝
院
の
指
示
を
伝
え
る
(
[
史
料
B
]

の
「
重
可
被
仰
下
」
）
。
そ
し
て
重
政
と
僧
は
、
有
良
か
ら
文
書
を

引
き
継
ぎ
、
家
道
の
も
と
に
向
か
う
こ
と
に
す
る
（
「
小
野
寺
方

へ
申
遣
、
（
中
略
）
、
以
同
宿
僧
、
御
状
共
着
申
」
）
。

③
と
こ
ろ
が
大
雪
の
た
め
、
な
か
な
か
家
道
の
も
と
に
向
か
え
な
い

(
[
史
料
B
]
の
「
旧
冬
百
年
以
来
候
は
ぬ
大
雪
に
て
候
間
、
無
通

路
候
て
」
）
。
よ
う
や
く
重
政
と
僧
は
、
家
道
の
も
と
に
向
か
う
。

そ
し
て
家
道
が
交
渉
を
向
か
い
‘
[
史
料
C
]
を
小
介
川
立
貞
か

ら
得
る
(
[
史
科
B
]
の
「
小
野
寺
方
へ
申
遣
、
返
事
と
も
取
進

上
仕
候
」
と
「
緩
怠
之
御
返
事
申
上
候
」
）
。
家
道
・
重
政
は
、
[
史

料
D
]
．
[
史
料
E
]
を
作
成
す
る
0

[
史
料
C
]
＼
[
史
料
E
]

の
正
文
は
重
政
か
ら
豊
田
、
三
つ
の
案
文
は
僧
が
有
良
に
届
け
た

の
で
あ
ろ
う
。
有
良
は
事
の
次
第
と
今
後
の
対
応
を
述
べ
た
[
史

料
B
]
に
‘
[
史
料
C
]
＼
[
史
料
E
]
の
案
文
を
添
え
て
禅
那

院
に
送
る
。

右
の
経
過
か
ら
、
立
貞
に
届
け
ら
れ
た
の
は
有
良
が
家
道
に
託
し
た

文
書
で
‘
[
史
料
D
]
の
い
う
「
九
月
十
五
日
御
状
」
で
あ
る
0

[
史
料
C
]

に
よ
れ
ば
、
赤
宇
曽
が
「
三
宝
院
御
門
跡
御
領
」
で
、
「
御
年
貢
等
無
沙
汰
」

と
い
う
内
容
を
含
ん
で
い
る
0

[
史
料
A
]
は
三
宝
院
雑
掌
の
沙
汰
居

だ
か
ら
、
「
九
月
十
五
日
御
状
」
と
は
異
な
る
。

「
九
月
十
五
日
御
状
」
は
、
ど
こ
が
発
給
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
こ

れ
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
[
史
料

c]
の
「
御
意
と
ハ
申
な
か
ら
」
の

「
御
意
」
を
室
町
幕
府
と
し
て
も
、
史
料
解
釈
上
、
問
題
は
な
い
。
「
九

月
十
五
日
御
状
」
は
、
幕
府
発
給
文
書
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
通
説
は
、
「
九
月
十
五
日
御
状
」
を
家
道
充
豊
田
発
給
文

書
と
す
る
。
し
か
し
[
史
料
D
]
に
「
於
向
後
直
可
被
仰
付
候
」
と
あ

る
。
誰
に
仰
せ
付
け
る
の
か
を
具
体
的
に
記
さ
な
い
の
は
‘
[
史
料
D
]
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の
作
成
者
で
あ
る
家
道
自
身
に
仰
せ
付
け
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
だ
か

(10) 

ら
で
あ
る
。
「
九
月
十
五
日
御
状
」
は
、
家
道
充
で
は
な
い
。

「
九
月
十
五
日
御
状
」
の
充
書
は
、
立
貞
だ
ろ
う
か
0

[
史
料
D
]

で
家
道
が
「
御
意
通
赤
宇
曽
申
遣
候
」
と
述
べ
る
の
は
、
充
書
が
「
名

主
沙
汰
人
中
」
の
よ
う
に
個
人
名
を
記
さ
な
い
幕
府
奉
行
人
奉
書
か
、

充
書
の
な
い
幕
府
奉
行
人
が
奉
じ
た
奉
書
も
し
く
は
下
知
状
だ
か
ら
で

(11) 

あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
[
史
料
B
]
ー
[
史
料
E
]
か
ら
経
過
を
明
ら
か
に
し

た
。
こ
れ
に
も
と
づ
き
、
前
節
で
結
論
を
保
留
し
た
[
史
料
B
]
ー
[
史

料
E
]
の
時
期
を
し
ぼ
り
こ
ん
で
み
た
い
。

(12) 

通
説
は
[
史
科
A
]
の
竹
松
を
最
上
氏
と
す
る
が
ヽ
そ
れ
に
従
う
o

[
史
科
A
]
を
最
初
の
文
書
と
す
れ
ば
、
最
上
氏
に
よ
る
遵
行
失
敗
後
、

出
羽
国
の
武
家
よ
り
も
た
ぴ
た
び
奥
羽
両
国
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
僧
が

効
果
が
あ
る
と
三
宝
院
は
判
断
し
、
幕
府
か
ら
改
め
て
文
書
を
発
給
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
有
良
に
か
わ
っ
て
家
道
が
派
遣
さ

れ
、
家
道
が
失
敗
す
れ
ば
、
有
良
は
大
崎
氏
や
大
宝
寺
氏
を
提
案
す
る

と
い
う
よ
う
に
、
僧
よ
り
も
武
家
の
対
応
が
有
効
と
す
る
認
識
で
あ
る
。

ま
た
現
地
に
年
貢
納
入
へ
の
要
求
、
そ
れ
が
か
な
わ
な
け
れ
ば
守
護
等

の
「
沙
汰
付
」
や
「
沙
汰
居
」
に
よ
る
強
制
執
行
、
赤
宇
曽
に
即
せ
ば
、

は
じ
め
「
九
月
十
五
日
御
状
」
、
そ
れ
が
か
な
わ
ず
[
史
科
A
]
発
給

と
な
る
の
が
順
序
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ら
か
ら
[
史
料
B
]
ー
[
史
料

E
]
は
‘
[
史
料
A
]
よ
り
も
先
で
あ
ろ
う
。

第
一
節
出
羽
国
赤
宇
曽
と
陸
奥
国
菊
田
庄

(
M
)
 

鈴
木
登
に
よ
れ
ば
、
三
宝
院
門
跡
領
出
羽
国
赤
宇
曽
に
関
す
る
史
料

は
[
史
科
A
]
＼
[
史
科
E
]
だ
け
で
ヽ
門
跡
領
と
な
つ
た
経
過
は
わ

か
ら
な
い
と
す
る
0

[
史
料
C
]
で
小
介
川
立
貞
が
「
御
年
貢
進
上
申

た
る
事
無
候
」
と
述
べ
る
の
は
、
事
実
で
は
な
い
か
。

赤
宇
曽
と
反
対
に
、
本
所
の
工
作
が
成
功
と
み
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
陸

奥
国
菊
田
庄
で
あ
る
。
文
安
五
年
(
-
四
四
八
）
一

0
月
一

0
日
白
川

(15〉

直
朝
請
文
に
「
上
乗
院
御
門
跡
領
奥
州
菊
田
庄
御
代
管
職
之
事
、
被
仰

付
候
」
と
あ
っ
て
、
直
朝
は
上
乗
院
門
跡
領
菊
田
庄
代
官
職
に
任
じ
ら

第
二
章

以
上
煩
雑
な
史
料
解
釈
に
終
始
し
た
o

[
史
料
B
]
＼
[
史
料
E
]
は、

[
史
料
A
]
以
前
で
、
か
つ
細
川
勝
元
が
二
月
に
管
領
在
職
し
て
い
る
年
、

す
な
わ
ち
文
安
三
年
(
-
四
四
六
）
＼
宝
徳
元
年
(
-
四
四
九
）
で
あ

る
。
す
る
と
次
の
よ
う
な
疑
問
が
浮
か
ん
で
く
る
。

第
一
に
、
一
五
世
紀
中
頃
、
中
央
の
門
跡
が
遠
く
出
羽
国
の
庄
園
か

ら
年
貢
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
の
は
特
異
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
に

同
様
の
ケ
ー
ス
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
第
二
に
、
有
良
が
家
道
失
敗
後
の

候
補
に
最
上
氏
を
あ
げ
な
い
の
は
、
現
実
的
で
な
い
と
判
断
し
た
か
ら

(13) 

だ
ろ
う
。
な
ぜ
幕
府
は
、
最
上
氏
に
遵
行
を
命
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ

れ
ら
の
疑
問
を
幕
府
政
治
史
と
国
制
史
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

「
奥
州
探
題
体
制
」
と
出
羽
国
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れ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
直
朝
請
文
に
「
入
部
仕
候
、
無
相
違
知
行
仕
候
者
、
御

年
貢
京
着
五
百
貰
文
毎
年
可
致
取
進
」
と
あ
る
か
ら
、
直
朝
の
菊
田
庄

経
営
は
こ
れ
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
「
入
部
以
後
一
両
年
者
、
半

分
進
上
可
仕
候
」
と
い
う
条
件
か
ら
、
直
朝
代
官
職
補
任
以
前
、
上
乗

院
に
よ
る
菊
田
庄
経
営
が
う
ま
く
い
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

(16) 

菊
田
庄
は
嘉
元
四
年
(
-
三
0
六
）
の
昭
艇
門
院
領
目
録
に
み
え
る

が
、
上
乗
院
門
跡
領
で
な
い
。
上
乗
院
門
跡
領
と
し
て
の
菊
田
庄
の
史

料
は
直
朝
請
文
以
外
見
い
だ
せ
ず
、
上
乗
院
門
跡
領
と
な
っ
た
時
期
は

わ
か
ら
な
い
。
こ
の
点
、
菊
田
庄
は
赤
宇
曽
に
共
通
す
る
。

も
っ
と
も
赤
宇
曽
は
当
知
行
の
国
人
の
年
貢
納
入
、
菊
田
庄
は
国
人

の
代
官
職
補
任
に
よ
る
年
貢
進
上
と
い
う
相
違
が
あ
る
。
し
か
し
次
の

よ
う
な
共
通
点
が
あ
る
。
赤
宇
曽
は
使
節
俯
と
し
て
出
羽
国
と
の
関
わ

り
の
あ
る
有
良
や
、
京
都
扶
持
衆
で
近
隣
に
所
領
を
持
つ
小
野
寺
家
道

を
派
遣
し
て
年
貢
確
保
を
め
ざ
し
た
。
そ
し
て
[
史
料
B
]
に
「
大
宝

寺
に
て
も
、
大
崎
殿
様
に
て
も
、
可
被
仰
談
候
欺
」
と
あ
る
が
、
大
宝

寺
氏
や
大
崎
氏
の
役
割
は
家
道
と
同
様
で
あ
ろ
う
。
菊
田
庄
は
京
都
扶

(17) 

持
衆
で
、
近
隣
の
所
領
を
知
行
し
、
菊
田
庄
を
め
ぐ
る
岩
城
氏
と
岩
崎

(18) 

氏
の
抗
争
に
介
入
し
た
、
南
陸
奥
の
有
力
国
人
直
朝
で
あ
る
。
こ
れ
ら

を
要
す
る
に
、
三
宝
院
も
上
乗
院
も
、
幕
府
と
つ
な
が
り
の
あ
る
国
人

を
通
じ
て
、
年
貢
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

菊
田
庄
と
共
通
点
が
多
い
赤
宇
曽
の
ケ
ー
ス
を
念
頭
に
置
け
ば
、
直

朝
の
代
官
職
補
任
に
は
年
貢
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
上
乗
院
門
跡
側
の

(19) 

働
き
か
け
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
通
説
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
白
川
氏
や
小
野
寺
氏
は
京
都
に
屋
地
が
あ
り
、
在
京
被
官
を
通
じ

(20) 

て
猫
府
や
中
央
の
門
跡
と
も
連
絡
を
と
れ
る
。

と
こ
ろ
が
[
史
料
A
]
で
は
ヽ
三
宝
院
雑
掌
の
沙
汰
居
を
命
じ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
三
宝
院
の
意
に
そ
わ
な
い
で
あ
ろ
う
0

[
史
料
B
]
ー
[
史

料
E
]
と
[
史
科
A
]
の
間
ヽ
す
な
わ
ち
文
安
末
か
ら
宝
徳
期
の
間
に

室
町
幕
府
の
方
針
が
か
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
菊
田
庄
も
文
安
六
年

（
一
四
四
七
）
八
月
二
七
日
岩
城
消
隆
去
状
に
よ
れ
ば
、
消
隆
は
直
朝

に
「
菊
田
之
替
地
と
し
て
」
陸
奥
国
岩
城
郡
内
の
所
領
を
去
渡
し
て
お

り
、
代
官
職
補
任
を
契
機
に
直
朝
の
菊
田
庄
支
配
が
順
調
に
進
ん
だ
わ

け
で
は
な
い
。

第
二
節
「
奥
州
探
題
体
制
」
成
立
再
考

次
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
室
町
幕
府
は
出
羽
国
の
所
領
遵
行
を
鎌
倉
公

方
足
利
持
氏
に
命
じ
て
い
る
。

(22) 

[
史
料
F
]

勝

定

院

殿

（

足

利

義

持

）

（

群

）

今
川
上
総
介
範
政
申
出
羽
国
竹
嶋
庄
•
安
房
国
郡
房
庄
事
、
雖
被

成
遥
補
判
、
未
及
遵
行
之
由
嘆
申
候
、
次
相
模
国
出
縄
郷
・
常
陸

国
下
要
庄
内
安
敷
郷
事
、
於
此
両
所
者
、
半
分
被
渡
残
候
、
何
厳

（

密

）

（

マ

マ

）

蜜
被
沙
汰
付
彼
代
候
之
者
可
為
本
意
之
状
如
件
、

義
持
御
判

応
永
廿
五

十
月
廿
日
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（
足
利
柑
氏
）

左
兵
衛
督
殿

明
徳
二
年
（
ニ
ニ
九
一
）
、
出
羽
国
は
鎌
倉
府
の
管
轄
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
継
続
し
て
い
る
。
し
か
し
[
史
科
F
]
で
は
鎌
倉
府
が
出
羽
国

所
領
の
遵
行
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
出
羽
国
で
の
遵
行
ル
ー
ト
は
わ

(23) 

か
ら
な
い
。

永
享
の
乱
で
滅
亡
し
た
鎌
倉
府
は
、
文
安
期
に
再
興
さ
れ
る
。
[
史

料
A
]
と
同
時
期
、
相
模
・
上
総
・
下
野
国
の
所
領
沙
汰
付
を
命
じ
る

（お）

幕
府
管
領
御
教
書
は
、
関
東
管
領
上
杉
憲
忠
充
で
あ
る
0

[
史
料
A
]
は、

再
興
鎌
倉
府
が
出
羽
国
を
管
轄
し
て
い
な
い
こ
と
を
物
語
る
。

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
[
史
科
A
]
は
ヽ
三
宝
院
や
有
良
の
意
向
が

無
視
さ
れ
て
い
る
。
幕
府
政
治
史
と
い
う
視
点
で
関
係
史
料
を
見
直
す

と
‘
[
史
料
A
]
は
室
町
殿
足
利
義
政
の
元
服
・
将
軍
宜
下
・
判
始
後
、

[
史
料
B
]
＼
[
史
料
E
]
は
そ
れ
以
前
で
あ
る
。
義
政
親
政
が
方
針

(26) 

転
換
の
契
機
と
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
[
史
科
B
]
で
有
良
は
最
上
氏

を
候
補
に
あ
げ
て
お
ら
ず
‘
[
史
料
A
]
が
実
現
さ
れ
る
可
能
性
は
低
く
、

多
分
に
理
念
的
な
措
置
で
あ
る
。

通
説
で
は
‘
[
史
料
A
]
か
ら
出
羽
国
を
羽
州
探
題
の
管
国
と
位
置

づ
け
た
と
す
る
。
し
か
し
次
の
史
料
が
あ
る
。

（切）

[
史
料
G
]
両
国
へ
被
成
綸
旨
候
、
是
又
珍
重
候
、
同
事
書
写
遣
之
候
、

内
裏
段
銭
之
事
、
先
度
被
仰
出
候
、
然
者
太
田
大
炊
助
使
節
候
、

定
近
々
其
方
へ
可
下
着
候
、
速
沙
汰
候
、
可
目
出
候
、
恐
々
謹
言
、

六
月
十
一
日

（
政
経
）

八
戸
河
内
守
殿

右
は
宝
徳
四
年
(
-
四
五
二
）
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
嘉
吉
三
年

（
一
四
四
三
）
の
禁
繭
の
変
で
焼
失
し
た
内
裏
の
造
営
に
関
わ
る
史
料

で
あ
る
。
内
裏
段
銭
徴
収
に
関
わ
る
再
興
鎌
倉
府
管
国
内
の
史
料
は
見

い
だ
せ
な
い
が
、
そ
の
他
の
国
で
は
た
と
え
ば
次
の
史
料
の
よ
う
に
守

護
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
。

(28) 

[
史
料
H
]

造
内
痰
料
大
隅
・
薩
摩
・
日
向
―
-
＿
箇
国
段
銭
事
、
先
度
被
仰
之

処
、
子
今
未
済
之
条
、
不
可
然
、
早
可
被
懸
進
之
由
、
所
被
仰
下

也
、
伯
執
達
如
件
、

宝

徳

二

年

四

月

廿

日

沙

弥

（

花

押

）

（
忠
国
）

島
津
陸
奥
守
殿

(29) 

持
氏
期
の
役
夫
工
米
賦
課
文
書
は
関
東
管
領
充
幕
府
管
領
御
教
書
だ

か
ら
、
再
興
鎌
倉
府
管
国
の
内
裏
段
銭
徴
収
も
同
様
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
[
史
料
G
]
で
は
奥
州
探
題
大
崎
教
兼
が
奥
羽
両
国
の
内
裏
段

銭
を
担
当
し
て
い
る
か
ら
、
都
府
が
奥
羽
両
国
を
再
興
鎌
倉
府
か
ら
切

り
離
し
、
奥
州
探
題
の
管
国
と
し
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

幕
府
が
奥
州
探
題
を
奥
羽
両
国
の
内
裏
段
銭
担
当
と
し
た
の
は
、
奥

州
探
題
を
奥
羽
両
国
の
代
表
と
位
置
づ
け
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
う

し
た
体
制
を
別
稿
で
「
奥
州
探
題
体
制
」
と
し
た
。
そ
の
成
立
と
意
義

を
再
考
し
た
い
。

教
兼
（
花
押
）
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(30) 

「
奥
州
余
目
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
奥
州
探
題
は
応
永
七
年
(
-
四

0
0
)

に
斯
波
詮
持
が
幕
府
か
ら
補
任
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
[
史
料
F
]

の
よ
う
に
、
鎌
倉
府
の
奥
羽
両
国
管
轄
に
変
更
は
な
い
。
幕
府
は
詮
持

の
鎌
倉
府
か
ら
の
自
立
を
認
め
、
鎌
倉
府
と
の
あ
い
だ
に
指
揮
命
令
関

係
を
持
た
な
い
奥
州
探
題
と
い
う
職
名
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
鎌
倉
府
が
滅
亡
す
る
と
、
幕
府
は
そ
の
役
割
を
寵
ち
に
奥

州
探
題
に
負
わ
せ
た
だ
ろ
う
か
。
文
安
元
年
(
-
四
四
四
）
閏
六
月
、

猫
府
は
内
衷
段
銭
を
諸
国
に
課
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
[
史
料
G
]
の
「
両

国
へ
被
成
綸
旨
候
、
是
又
珍
重
候
、
同
事
書
写
遣
之
候
」
か
ら
、
こ

の
時
、
は
じ
め
て
奥
羽
両
国
に
内
裏
段
銭
徴
収
の
命
令
が
そ
の
賦
課
基

準
を
記
し
た
事
書
と
と
も
に
、
奥
州
探
題
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
「
奥

州
探
題
体
制
」
は
、
元
服
し
た
義
政
の
管
領
政
治
の
も
と
で
の
親
政
開

始
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

[
史
料
G
]
と
[
史
料
H
]
と
を
比
較
す
る
と
ヽ
前
者
は
京
都
か
ら

(33) 

派
遣
さ
れ
た
奉
公
衆
太
田
光
が
奥
羽
両
国
の
内
衷
段
銭
徴
収
に
あ
た
っ

て
い
る
。
ま
た
南
陸
奥
の
国
人
に
対
し
て
幕
府
は
、
「
造
内
裏
段
銭
事
、

(34) 

先
度
被
仰
探
題
屹
、
早
相
懸
知
行
分
、
可
被
究
済
」
の
よ
う
に
、
奥
州

探
題
へ
の
納
入
を
う
な
が
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
奥
州
探
題
の
内
裏

段
銭
徴
収
に
は
幕
府
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
り
、
担
当
者
で
あ
る
守
護

に
未
済
を
譴
責
す
る
[
史
料
H
]
と
は
好
対
照
を
な
す
o

光
と
奥
羽
両
国
の
関
わ
り
は
管
見
で
は
[
史
料
G
]
が
初
見
で
ヽ
長

禄
四
年
(
-
四
六

0
)
の
奥
羽
両
国
の
奥
州
探
題
以
下
充
足
利
成
氏
追

討
御
内
書
の
草
稿
を
記
し
た
後
に
自
ら
下
向
（
「
御
内
書
案
」
）
し
、
文

明
一
0
年
(
-
四
七
八
）
に
は
大
崎
•
最
上
・
奥
州
斯
波
氏
の
奉
者
を

(
3
5
)
 

報
じ
て
い
る
。
奉
公
衆
を
派
遣
し
た
奥
羽
両
国
へ
の
内
裏
段
銭
徴
収
は
、

(36) 

義
政
の
意
向
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

内
裏
段
銭
徴
収
に
奉
公
衆
が
あ
た
っ
て
い
る
の
は
、
奥
州
探
題
に
奥

羽
両
国
を
統
治
す
る
機
関
が
な
い
、
つ
ま
り
奥
州
国
大
将
や
奥
州
管
領

の
よ
う
に
郡
検
断
奉
行
等
を
置
か
な
か
っ
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。
加
え

(37) 

て
奥
羽
両
国
の
国
栃
の
衰
退
も
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
「
奥
州
探
題
体
制
」
は
、
い
つ
頃
成
立
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

通
説
は
‘
[
史
料
A
]
か
ら
守
護
不
設
置
の
出
羽
国
で
は
羽
州
探
題
最

上
氏
に
守
護
と
同
様
の
役
割
を
に
な
わ
せ
た
も
の
と
す
る
。
さ
き
に
述

べ
た
よ
う
に
敢
え
て
最
上
氏
充
の
施
行
状
を
発
給
し
て
い
る
か
ら
、
最

上
氏
を
何
ら
か
の
か
た
ち
で
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
幕
府
の
意
図
が
あ

る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
出
羽
国
の
内
裏
段
銭
徴
収
は
[
史
科
G
]
の
よ

う
に
奥
州
探
題
に
命
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
[
史
科
H
]
の
よ
う
に
守

護
が
行
う
も
の
で
あ
る
。
幕
府
は
、
出
羽
国
を
最
上
氏
、
陸
奥
国
を
奥

州
探
題
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
奥
州
探
題
体
制
」
は
、
宝
徳
年
間
、

義
政
の
意
向
で
奥
州
探
題
を
奥
羽
両
国
の
代
表
に
位
置
づ
け
、
奉
公
衆

(38) 

の
派
遣
等
に
よ
り
支
え
る
こ
と
と
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
し
て
ま
で
再
興
鎌
倉
府
か
ら
奥
羽
両
国
を
奪
っ
た
の
は
、
鎌
倉
公

方
足
利
持
氏
が
都
府
に
そ
む
い
た
の
で
、
勢
力
を
削
減
し
て
同
様
の
事

(g) 

態
を
避
け
た
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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な
お
[
史
科
G
]
か
ら
奥
州
探
題
に
段
銭
賦
課
権
が
あ
つ
た
と
す
る

（
船
）

説
が
あ
る
。
永
享
の
乱
以
前
の
鎌
倉
府
は
、
明
徳
五
年
(
-
四
九
四
）
、
(41) 

奥
羽
両
国
の
段
銭
を
修
理
用
途
と
し
て
鶴
岡
八
幡
宮
に
与
え
て
い
る
。

段
銭
賦
課
権
と
い
う
に
は
、
奥
州
探
題
が
奥
羽
両
国
内
に
独
自
に
段
銭

を
賦
課
し
た
り
、
寺
社
等
へ
の
段
銭
徴
収
権
の
付
与
が
な
け
れ
ば
な
ら

(42) 

な
い
が
、
そ
う
し
た
形
跡
は
な
い
o

[

史
料
G
]
の
よ
う
な
奉
公
衆
の

派
遣
に
よ
る
段
銭
徴
収
は
、
奥
州
探
題
が
独
自
に
段
銭
等
を
賦
課
す
る

機
会
の
喪
失
を
意
味
し
て
い
る
。
「
奥
州
探
題
体
制
」
の
成
立
は
、
奥

羽
両
国
に
段
銭
等
を
賦
課
す
る
政
治
権
力
が
消
滅
し
、
経
済
的
基
盤
と

(43) 

し
て
の
役
割
の
終
焉
を
幕
府
が
宣
言
し
た
に
他
な
ら
な
い
。

第
三
節
「
羽
州
探
題
」
と
出
羽
国

別
稿
で
最
上
氏
は
羽
州
探
題
と
し
て
出
羽
国
を
管
轄
し
た
わ
け
で
は

な
い
と
し
た
。
以
下
四
点
を
補
足
し
て
お
く
。

第
一
に
「
羽
州
探
題
」
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
。
「
奥
州
探
題
」
と
「
羽

州
探
題
」
と
記
す
史
料
が
あ
る
一
方
で
、
「
奥
州
探
題
」
と
「
出
羽
探
題
」

と
す
る
史
料
も
あ
る
。
最
上
氏
は
大
崎
氏
と
並
ん
で
「
探
題
」
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
職
名
は
一
定
し
な
い
。

第
二
に
奥
州
探
題
と
羽
州
探
題
は
相
並
ぶ
存
在
で
あ
る
か
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
史
料
に
つ
い
て
。
ま
ず
「
斯
波
家
譜
」
は
、
「
出
羽
・
奥

(46) 

州
の
両
大
将
」
と
あ
る
が
、
両
大
将
と
は
大
崎
氏
と
最
上
氏
で
あ
ろ
う
。

ま
た
「
奥
州
探
題
左
衛
門
佐
殿
」
と
「
羽
州
探
題
右
京
大
夫
殿
」
と
記

(
7
)
 

す
史
料
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
大
崎
氏
が
陸
奥
国
、
最
上
氏
が
出
羽
国
を

管
轄
し
た
と
は
書
い
て
い
な
い
。

伊
藤
喜
良
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
最
上
氏
の
家
格
は
奥
州
探
題
・
奥

州
斯
波
氏
・
天
童
氏
と
並
び
、
他
の
奥
羽
両
国
の
国
人
に
比
べ
て
卓
越

し
て
い
る
。
し
か
も
最
上
氏
は
、
「
探
題
」
を
称
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ

え
国
別
に
み
れ
ば
、
陸
奥
国
に
は
奥
州
探
題
大
崎
氏
、
出
羽
国
に
は
羽

州
探
題
最
上
氏
が
い
た
と
い
え
る
が
、
そ
れ
と
羽
州
探
題
が
出
羽
一
国

に
及
ぶ
何
ら
か
の
権
限
を
行
使
し
た
と
は
別
で
あ
る
。

第
三
に
羽
州
探
題
と
出
羽
国
の
国
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
。
「
奥
州

余
目
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
奥
羽
両
国
の
鎌
倉
府
移
管
前
、
「
大
崎
ニ
ハ

両
国
諸
侍
の
御
座
、
前
々
よ
り
相
定
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
奥
州
管
領

の
も
と
に
奥
羽
両
国
の
国
人
が
出
仕
し
て
お
り
、
国
人
の
間
で
の
席
次

が
あ
っ
た
。
か
つ
て
述
べ
た
よ
う
に
、
兼
頼
の
出
羽
国
派
遣
は
、
出
羽

国
が
奥
州
管
領
の
管
国
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
対

応
し
て
い
る
。

奥
羽
両
国
が
鎌
倉
府
に
移
管
さ
れ
る
と
、
鎌
倉
公
方
足
利
氏
満
は
両

国
の
国
人
に
在
鎌
倉
を
命
じ
、
奥
州
管
領
斯
波
氏
や
最
上
氏
も
従
っ
て

い
る
。
し
か
し
「
奥
州
余
目
記
録
」
に
「
＋
一
年
つ
め
候
人
も
有
、
九

年
つ
め
候
も
あ
り
、
留
守
殿
駿
河
守
家
明
ハ
十
九
年
在
鎌
倉
ヲ
す
」
と

あ
っ
て
、
奥
羽
両
国
の
国
人
の
在
鎌
倉
は
永
享
の
乱
ま
で
続
か
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
奥
州
探
題
の
も
と
へ
の
奥
羽
両
国
の
国
人

(51) 

の
出
仕
は
な
く
、
最
上
氏
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

-36-

Akita University



終

章

第
四
に
京
都
扶
持
衆
の
特
権
に
つ
い
て
。
軍
制
に
お
い
て
暮
府
か
ら

直
接
動
員
さ
れ
て
い
る
奥
羽
両
国
の
国
人
は
猫
府
と
結
び
つ
い
て
お

り
、
奥
州
・
羽
州
両
探
題
や
天
童
氏
の
指
揮
下
に
な
く
、
独
立
し
た
存

在
と
い
え
る
。
そ
の
な
か
の
大
宝
寺
氏
・
白
川
氏
・
伊
達
氏
等
を
通
説

以
下
の
諸
研
究
で
京
都
扶
持
衆
と
す
る
が
、
他
も
諸
氏
同
様
で
あ
ろ
う
。

京
都
扶
持
衆
白
川
直
朝
•
石
川
一
族
は
、
管
領
細
川
勝
元
か
ら
鎌
倉
公

方
の
後
継
者
に
室
町
殿
の
兄
弟
が
決
ま
っ
た
旨
を
伝
え
る
同
日
同
文
の

文
害
が
発
給
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
例
か
ら
他
の
京
都
扶
持
衆
に
も
同

文
の
文
書
が
発
給
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
石
川
一
族
は
、
内

裏
段
銭
を
奥
州
探
題
へ
納
入
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
北

奥
の
有
力
国
人
で
あ
る
八
戸
政
経
も
‘
[
史
料
G
]
の
よ
う
に
京
済
で

(55) 

は
な
い
。
奉
公
衆
は
京
済
が
原
則
だ
か
ら
、
そ
れ
に
比
べ
て
京
都
扶
持

衆
は
特
権
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

ま
と
め
と
見
通
し

小
論
で
は
ま
ず
出
羽
国
赤
宇
曽
に
関
わ
る
史
料
を
と
り
あ
げ
、
[
史

料
A
]
を
受
け
て
‘
[
史
料
B
]
ー
[
史
料
E
]
が
作
成
さ
れ
た
の
で

は
な
い
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
赤
宇
曽
を
め
ぐ
る
問
題
と
室
町
幕
府
政

治
史
と
が
関
連
づ
け
ら
れ
、
赤
宇
曽
の
史
料
を
管
領
政
治
か
ら
足
利
義

政
親
政
に
移
行
し
、
義
政
が
主
尊
す
る
「
奥
州
探
題
体
制
」
成
立
直
前
、

す
な
わ
ち
再
興
鎌
倉
府
が
成
立
す
る
が
、
奥
羽
両
国
の
統
治
方
針
が
確

立
し
て
い
な
い
時
期
の
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
文
安
期
に
中

央
の
権
門
が
奥
羽
両
国
の
庄
園
か
ら
年
貢
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
動
向

が
あ
り
、
そ
の
―
つ
が
赤
宇
曽
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

通
説
は
‘
[
史
料
A
]
か
ら
羽
州
探
題
最
上
氏
が
出
羽
国
を
管
国
と

し
た
と
す
る
。
し
か
し
[
史
料
G
]
で
は
ヽ
奥
羽
両
国
を
奥
州
探
題
の

管
国
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
出
羽
国
は
羽
州
探
題
の
管
轄
で
あ
り
、
奥

州
探
題
の
管
国
で
も
あ
る
、
と
い
う
二
重
性
を
持
っ
て
い
た
。
最
上
氏

の
祖
兼
頼
は
奥
州
管
領
の
分
身
と
い
う
関
係
、
幕
府
は
奥
羽
両
国
を
「
奥

州
」
と
い
う
枠
組
で
と
ら
え
る
、
こ
の
二
つ
が
維
持
さ
れ
た
結
果
で
あ

る
0

[
史
料
A
]
の
よ
う
な
羽
州
探
題
に
よ
る
出
羽
国
所
領
遵
行
と
、

出
羽
国
山
北
・
由
利
・
秋
田
の
軍
勢
が
奥
州
探
題
の
軍
事
動
貝
に
応
じ

（
お
）

て
い
る
こ
と
と
は
両
立
す
る
。
「
奥
州
探
題
体
制
」
下
の
出
羽
国
統
治

は
農
民
か
ら
毎
年
貢
租
を
収
取
す
る
、
国
人
と
の
間
に
主
従
制
を
構
築

す
る
と
い
っ
た
継
続
的
な
支
配
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
奥

州
探
題
体
制
」
の
特
質
で
、
室
町
殿
足
利
義
政
の
意
向
で
宝
徳
年
間
に

成
立
し
た
、
暮
府
の
新
し
い
統
治
シ
ス
テ
ム
だ
が
、
ミ
ニ
マ
ム
な
領
域

支
配
権
し
か
持
た
な
い
「
奥
州
探
題
体
制
」
は
、
幕
府
に
お
け
る
奥
羽

両
国
の
比
重
の
低
下
を
意
味
し
て
い
た
。

永
享
の
乱
後
の
奥
羽
両
国
の
統
治
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
通
説
は
篠

川
公
方
横
死
後
、
「
御
所
」
・
「
屋
形
」
制
を
奥
羽
両
国
に
適
用
し
、
秩

序
維
持
を
は
か
ろ
う
と
し
た
と
す
る
。
し
か
し
奥
羽
両
国
に
は
「
御
所
」
．

「
屋
形
」
及
び
都
府
の
直
轄
領
以
外
の
所
領
が
あ
る
し
、
「
御
所
」
「
屋
形
」
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制
に
は
知
行
制
が
欠
落
し
て
い
る
。
「
御
所
」
・
「
屋
形
」
制
は
、
近
世

武
家
政
権
の
石
高
制
に
も
と
づ
く
レ
ー
ン
制
の
よ
う
な
新
た
な
支
配
の

創
出
を
意
味
し
て
お
ら
ず
、
統
治
シ
ス
テ
ム
た
り
え
な
い
。

注
(
1
)
「
山
形
県
史
」
第
一
巻
原
始
・
古
代
・
中
世
編
（
山
形
県
、

一
九
八
二
）
第
ー
ニ
章
室
町
都
府
と
出
羽
国
及
び
「
京
都
御
扶
持
衆

小
野
寺
氏
」
（
「
日
本
歴
史
」
四
八
五
、
一
九
八
八
）
。
以
下
、
遠
藤
巌

説
を
と
り
あ
げ
る
場
合
、
こ
の
二
つ
か
ら
な
の
で
、
注
記
せ
ず
に
「
通

説
」
と
表
記
す
る
。
遠
藤
に
先
行
す
る
研
究
と
し
て
、
吉
川
徹
「
小

介
川
前
伯
者
守
立
貞
に
つ
い
て
」
（
「
由
利
地
方
中
世
史
拾
迫
」
、
私

家
版
、
一
九
八
六
）
、
鈴
木
登
「
三
宝
院
門
跡
領
赤
宇
曽
に
関
す
る

若
干
の
考
察
」
（
半
田
教
授
退
官
記
念
会
編
「
秋
田
地
方
史
論
集
」
、

み
し
ま
書
房
、
一
九
八
一
）
が
あ
る
。
鈴
木
は
、
「
本
荘
市
史
」
通

史
編
I

（
本
荘
市
、
一
九
八
七
）
三
七
三
頁
以
下
で
遠
藤
説
に
依
拠

し
て
述
べ
て
い
る
。

(
2
)
拙
稿
「
室
町
都
府
下
の
出
羽
国
・
「
奥
州
」
」
（
「
秋
大
史
学
」

六
一
、
二

0
一
五
）
。
以
下
、
卑
見
は
こ
の
論
文
に
よ
る
の
で
、
注
記

せ
ず
に
「
別
稿
」
と
表
記
す
る
。

(
3
)
「
醍
醐
寺
文
書
之
九
」
（
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
一
九
）
一
九
七
0
号。

(
4
)
「
醍
醐
寺
文
杏
之
九
」
一
九
七
一
号
。

(
5
)
「
醍
醐
寺
文
書
之
九
」
一
九
七
二
号
。

(6)
「
醍
醐
寺
文
書
之
九
」
一
九
七
三
号
。

(
7
)
「
醍
醐
寺
文
書
之
九
」
一
九
七
四
号
。

(
8
)
「
蔭
涼
軒
日
録
」
（
増
補
続
史
料
大
成
）
長
禄
二
年
(
-
四
五
八
）
八

月
八
日
、
同
年
同
月
一
五
日
等
。

(
9
)
「
東
寺
百
合
文
書
」
ナ
（
文
安
五
年
・
一
四
四
八
）
―
一
月
三
日
飯

尾
常
退
奉
書
案
（
「
若
狭
国
太
良
荘
史
科
集
成
」
第
五
巻
二
七
九
号
）
、

「
康
富
記
」
（
増
補
史
料
大
成
）
宝
徳
一
1

一
年
(
-
四
五
四
）
七
月
二
八

日
条
。

(10)
吉
川
徹
前
掲
論
文
と
鈴
木
登
「
三
宝
院
門
跡
領
赤
宇
曽
に
関
す
る
若

干
の
考
察
」
は
[
史
料
D
]
を
小
野
寺
家
道
が
出
羽
国
赤
宇
曽
に

関
し
て
今
後
は
仲
介
の
労
を
と
ら
な
い
旨
を
述
べ
た
史
料
と
す
る
か

ら
、
「
於
向
後
直
可
被
仰
付
候
」
を
直
に
小
介
川
立
貞
に
仰
せ
付
け

よ
と
解
す
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
俯
御
用
之
時
者
、
幾
度
矢
野
可

被
仰
付
候
」
、
つ
ま
り
家
道
は
在
京
被
官
矢
野
重
政
に
仰
せ
付
け
よ

と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
「
於
向
後
直
可
被
仰
付
候
」
は
本
文
の
よ
う

に
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
無
案
内
御
使
者
御
座
候
ヘ
ハ
、
被
追
時

8

候
」
で
、
重
政
と
同
道
し
た
僧
が
い
て
も
時
間
を
無
駄
に
費
や
す
だ

け
と
述
べ
て
お
り
、
家
道
は
僧
と
と
も
に
年
貢
納
入
を
依
頼
す
る
の

で
は
な
く
、
赤
宇
曽
に
実
力
行
使
を
し
て
年
貢
を
確
保
す
る
、
つ
ま

り
三
宝
院
へ
の
年
貢
進
上
を
口
実
に
赤
宇
曽
へ
の
進
出
を
意
図
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

(11)
「
名
主
沙
汰
人
中
」
充
室
町
幕
府
奉
行
人
奉
杏
の
初
見
は
、
「
東
寺
百

合
文
書
」
ひ
三
享
徳
三
年
(
-
四
五
四
）
―
二
月
一
八
日
室
町
幕
府
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奉
行
人
連
署
奉
害
案
（
今
谷
明
・
高
橋
康
夫
両
氏
共
編
「
室
町
幕
府

文
書
集
成
」
奉
行
人
奉
害
編
上
四
二
五
号
、
思
文
閣
出
版
）
。
史
料

残
存
の
偶
然
を
考
慮
に
い
れ
る
と
、
文
安
宝
徳
期
に
も
あ
っ
た
と
考

え
る
。
ま
た
充
書
を
欠
く
奉
行
人
奉
書
の
正
文
は
、
「
南
禅
寺
文
書
」

文
安
四
年
(
-
四
四
七
）
―
一
月
一
九
日
室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
（
「
室

町
幕
府
文
書
集
成
」
奉
行
人
奉
書
絹
上
三
三
一
号
）
等
が
あ
る
。
そ

し
て
奉
行
人
が
奉
じ
る
下
知
状
は
、
実
例
を
あ
げ
な
く
て
も
よ
い
だ

ろ
う
。

(12)
通
説
は
、
竹
松
を
最
上
頼
定
の
子
か
と
す
る
。
「
御
内
害
案
」
（
「
続

群
書
類
従
」
二
三
輯
下
）
の
最
上
左
京
大
夫
の
幼
名
で
あ
ろ
う
か
。

(13)
時
期
は
下
る
が
、
「
親
元
日
記
」
（
増
補
続
史
料
大
成
）
窟
正
六
年

（
一
四
六
五
）
八
月
二
四
日
条
に
よ
れ
ば
、
出
羽
国
の
小
野
寺
氏
が

南
部
氏
の
室
町
幕
府
へ
の
馬
進
上
を
妨
害
し
た
た
め
、
猫
府
は
大
宝

寺
氏
に
路
次
抒
固
を
命
じ
て
い
る
。
最
上
氏
で
は
効
果
な
し
と
の
判

断
で
あ
ろ
う
。

(14)
鈴
木
登
「
三
宝
院
門
跡
領
赤
宇
曽
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」
。

(15)
「
田
中
教
忠
氏
所
蔵
文
書
」
（
「
白
河
市
史
」
五
資
料
絹
2
古
代
・
中

世
第
二
編
中
世
編
五
ー
ニ
号
、
以
下
「
白
」
五
ニ
ー
と
略
記
）
。

(16)
「
竹
内
文
平
氏
所
蔵
文
書
」
（
「
鎌
倉
遺
文
」
二
九
巻
二
二
六
六
一
号
）
。

(17)
「
東
京
大
学
白
川
文
書
」
応
永
三

0
年
(
-
四
二
三
）
九
月
三

O
H

足
利
持
氏
御
教
書
（
「
白
」
四
四
九
）
以
下
の
史
料
か
ら
白
川
直
朝

が
菊
田
庄
近
隣
の
依
上
保
を
所
領
と
し
て
い
た
。

(18)
泉
田
邦
彦
「
一
五
世
紀
に
お
け
る
岩
城
氏
の
内
肛
と
惣
領
」
（
「
歴
史
j

ー
ニ
八
、
二

0
一七）。

(19)
遠
藤
巌
「
遥
か
な
る
流
れ
ー
上
遠
野
系
図
ー
」
上
一
六
八
頁
（
私
家
版
、

一
九
八
八
）
は
白
川
直
朝
が
菊
田
庄
惣
地
頭
職
で
、
代
官
補
任
を
直

朝
の
地
頭
請
所
と
な
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
直
朝
を
菊
田
庄
惣
地
頭

職
と
す
る
挙
証
を
あ
げ
て
い
な
い
。

(20)
金
子
拓
「
室
町
都
府
と
奥
州
」
（
柳
原
敏
昭
・
飯
村
均
組
「
鎌

倉
・
室
町
時
代
の
奥
州
」
、
奥
羽
史
研
究
叢
書

4
、
高
志
書
院
、

二
0
0
二
）
に
よ
れ
ば
、
持
賢
・
政
国
と
い
っ
た
細
川
典
厩
家
が
室

町
猫
府
内
で
の
白
川
氏
等
の
陸
奥
国
人
の
窓
口
と
す
る
。

(21)
「
東
京
大
学
白
川
文
書
」
（
「
白
」
五
二
三
）
。

(22)
「
今
川
家
古
文
章
写
」
（
「
神
奈
川
県
史
」
資
料
編
三
古
代
中
世
三
上

五
五
七
九
号
）
。

(23)
「
白
河
証
古
文
書
中
仙
台
白
河
家
蔵
」
応
永
三
一
年
(
-
四
二
四
）

四
月
―
一
日
足
利
持
氏
御
教
書
写
、
「
東
京
大
学
白
川
文
書
」
同

年
六
月
―

-1-8
足
利
持
氏
御
教
書
・
同
年
六
月
一
三

H
上
杉
憲
実

施
行
状
二
通
・
同
年
六
月
一
九
日
上
杉
憲
実
施
行
状
二
通
（
「
白
」

四
五
三
・
四
五
六
・
四
六
〇
＼
四
六
三
）
は
、
奥
羽
両
国
に
鎌
倉
府
が

守
談
職
に
相
当
す
る
役
割
を
置
か
な
か
っ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る

よ
う
で
は
あ
る
。

(24)
再
興
鎌
倉
府
の
成
立
は
、
「
神
奈
川
県
史
」
通
史
編
一
原
始
・
古
代
・

中
世
（
神
奈
川
県
、
一
九
八
一
）
第
三
編
第
三
章
第
四
節
及
ぴ
佐
藤

博
信
「
古
河
公
方
の
研
究
』
（
校
倉
書
房
、
一
九
八
九
）
第
一
部
第

二
章
補
論
を
参
照
。
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(25)
「
相
州
文
書
所
収
鎌
倉
郡
覚
園
寺
文
書
」
文
安
五
年
(
-
四
四
八
）

―
一
月
ニ
ー
日
室
町
都
府
御
教
書
写
及
ぴ
「
松
雲
寺
文
書
」
宝
徳
二

年
(
-
四
五

0
)

1
0
月
―
一
日
室
町
猫
府
御
教
書
案
（
「
神
奈
川

県
史
」
賓
料
編
3
古
代
中
世
三
下
六
0
七
ニ
・
六
一
〇
八
号
）
。

(26)
百
瀬
今
朝
雄
「
応
仁
・
文
明
の
乱
」
（
「
岩
波
講
座
日
本
歴
史
」

7
中
世

3
、
一
九
七
六
、
岩
波
書
店
）
は
室
町
殿
足
利
義
政
の
判
始
以
後
も

室
町
都
府
管
領
下
知
状
に
よ
る
安
堵
が
康
正
元
年
(
-
四
五
五
）

ま
で
続
く
か
ら
、
宝
徳
康
正
期
を
管
領
政
治
か
ら
義
政
親
政
へ
の

移
行
時
期
と
す
る
。
桜
井
英
治
「
室
町
人
の
精
神
」
（
講
談
社
、

二
0
0
1
)
二
七
三
頁
は
、
康
正
以
前
の
御
判
御
教
書
の
存
在
を
指

摘
す
る
。
末
柄
豊
「
応
仁
・
文
明
の
乱
」
（
「
岩
波
講
座
日
本
歴
史
」

第
8
巻
中
世
3
、
岩
波
書
店
、
二

0
一
四
）
は
、
宝
徳
康
正
期
を
管

領
政
治
と
将
軍
親
政
が
せ
め
ぎ
合
う
期
間
と
す
る
。
こ
こ
で
は
末
柄

の
立
場
を
と
る
。
そ
し
て
当
事
者
の
意
に
反
す
る
最
上
氏
へ
の
施
行

状
発
給
か
ら
室
町
殿
足
利
義
政
の
意
志
が
あ
る
と
み
た
い
。

(27)
「
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野
南
部
文
杏
」
（
「
青
森
県
史
」
資
料
絹
中
世

1
南
部
氏
関
係
賓
料
一
四
七
号
）
。

(28)
「
島
津
家
文
書
之
一
」
（
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
一
六
）
七
九
号
。

(29)
「
鶴
岡
八
幡
宮
文
書
」
応
永
二

0
年
(
-
四
一
三
）
四
月
ニ
―
日
関

東
管
領
充
室
町
幕
府
管
領
御
教
書
（
「
神
奈
川
県
史
」
資
料
編
3
古

代
中
世
＿
―
-
上
五
四
五
三
号
）
。
こ
の
文
書
は
鶴
岡
八
幡
宮
領
へ
の
役

夫
工
米
催
促
を
と
ど
め
た
も
の
だ
が
、
賦
課
も
同
様
の
ル
ー
ト
で
命

じ
た
と
解
す
。

(30)
「
仙
台
市
史
」
贅
料
絹
1
古
代
中
世

m中
世
家
わ
け
文
書
余
目
家
文

書
一
六
号
。

(31)
「
基
恒
日
記
」
（
増
補
続
史
料
大
成
）
文
安
元
年
(
-
四
四
四
）
閏
六
月
条
。

(32)
未
納
督
促
に
事
書
の
送
付
が
な
い
例
と
し
て
‘
[
史
料
H
]
や
「
大

谷
仁
兵
衛
氏
所
蔵
賀
茂
社
文
書
」
文
安
四
年
(
-
四
四
七
）
四
月
八

日
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
（
「
室
町
幕
府
文
書
集
成
」
奉
行
人

奉
書
編
上
三
一
八
号
）
等
0

[
史
料
G
]
は
新
た
に
内
衷
段
銭
を
賦

課
し
た
と
解
せ
る
。

(33)
太
田
光
は
、
家
永
遵
嗣
「
一
五
世
紀
の
室
町
暮
府
と
日
本
列
島
の
「
辺

境
」
」
（
鐘
江
宏
之
・
鶴
間
和
幸
編
「
東
ア
ジ
ア
海
を
め
ぐ
る
交
流
の

歴
史
的
展
開
」
、
東
方
書
店
、
二

0
1
0
)
を
参
照
。

(34)
「
東
京
大
学
文
学
部
所
蔵
白
川
文
書
」
宝
徳
四
年
(
-
四
五
二
）
七

月
五
日
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
（
「
鮫
川
村
史
」
第
二
巻
資
料

編
上
第
三
絹
中
世
八
＿
一
号
）
。

(35)
「
姫
川
親
元
日
記
」
（
宮
内
省
図
書
寮
所
蔵
）
文
明
一

0
年
(
-
四
七
八
）

条
正
月
表
紙
書
入
。
宮
内
庁
書
陵
部
に
は
現
存
し
な
い
よ
う
で
、
東

京
大
学
史
料
編
築
所
所
蔵
謄
写
本
を
利
用
し
た
。

(36)
家
永
遵
嗣
前
掲
論
文
は
、
太
田
光
を
室
町
猫
府
政
所
執
事
伊
勢
貞
親

の
指
揮
下
と
す
る
。

(37)
黒
嶋
敏
「
中
世
の
権
力
と
列
島
」
（
高
志
杏
院
、
二

0
―
二
）
二
七
頁

は
、
奥
州
探
題
は
行
政
権
を
持
た
な
い
か
ら
、
在
庁
を
掌
握
せ
ず
、

陸
奥
国
多
賀
城
を
本
拠
と
し
な
い
と
す
る
。
し
か
し
奥
州
探
題
は
行

政
権
が
認
め
ら
れ
な
く
と
も
、
在
庁
を
掌
握
し
、
行
政
権
を
行
使
す

-40-

Akita University



る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
な
ぜ
稲
村
公
方
足
利
満
貞
は
、
多
賀
城
を

目
指
さ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
多
賀
城
や
奥
羽
両
国
の
在
庁
が
掌

握
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
の
問
題
は
別
の
機
会
に
譲

る。

(38)
「
奥
州
探
題
体
制
」
に
関
す
る
先
行
学
説
と
し
て
、
伊
藤
喜
良
「
中

世
国
家
と
東
国
・
奥
羽
』
（
校
倉
書
房
、
一
九
九
九
）

m部
と
黒
嶋

敏
前
掲
書
第
一
部
第
一
章
が
あ
る
。

(39)
永
享
の
乱
後
、
鎌
倉
府
管
轄
の
甲
斐
国
を
室
町
猫
府
の
管
国
と
し
た

（
「
神
奈
川
県
史
」
通
史
編
一
原
始
・
古
代
・
中
世
九
―
―
頁
以
下
）

の
も
再
興
鎌
倉
府
の
勢
力
削
減
で
あ
ろ
う
。

(40)
伊
藤
喜
良
前
掲
書
四
0
三
頁
以
下
。

(41)
「
鶴
岡
事
書
日
記
」
（
「
神
道
大
系
神
社
絹
二

0
鵡
岡
』
）
明
徳
五
年

（
一
三
九
四
）
条
。

(42)
す
で
に
黒
島
敏
前
掲
書
二
五
頁
が
奥
州
探
題
に
段
銭
徴
収
権
が
な
い

と
述
べ
て
い
る
。

(43)
奥
羽
両
国
鎌
倉
・
室
町
両
都
府
の
経
済
的
基
盤
だ
っ
た
と
考
え
て
い

る
が
、
こ
の
問
題
は
別
の
機
会
に
譲
る
。
ま
た
段
銭
は
伊
達
氏
や
芦

名
氏
が
賦
課
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
奥
羽
両
国
で

広
く
国
人
が
段
銭
を
賦
課
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

(44)
注

(35)
史
料
。

(45)
「
御
内
書
案
」
及
び
「
昔
御
内
書
符
案
」
（
「
青
森
県
史
」
資
料
編
中

世
三
北
奥
関
係
汽
料
一
七
四
九
号
）
。

(46)
木
下
聡
編
著
「
管
領
斯
波
氏
」
（
シ
リ
ー
ズ
室
町
都
府
の
研
究
第
一
巻
、

戎
光
祥
出
版
、
二

0
一
五
）
四
一
四
頁
。

(47)
注

(35)
史
料
。

(48)
伊
藤
喜
良
前
掲
書
四
九
0
頁
以
下
。

(49)
「
奥
州
余
目
記
録
」
が
国
人
間
の
席
次
を
記
す
箇
所
に
は
出
羽
国
の

国
人
が
一
人
も
み
え
な
い
が
、
陸
奥
国
の
国
人
で
も
「
御
内
書
案
」

で
室
町
幕
府
か
ら
直
接
動
員
さ
れ
て
い
る
国
分
・
石
川
・
標
莱
•
安

積
氏
等
も
み
え
な
い
。
「
奥
州
余
目
記
録
」
は
、
国
人
を
網
羅
し
て

い
な
い
と
解
す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

(50)
「
結
城
神
社
所
蔵
文
書
」
明
徳
三
年
(
-
三
九
二
）
正
月
―
一
日
鎌

倉
公
方
足
利
氏
満
御
教
書
（
「
白
」
三
八
九
）
及
び
「
奥
州
余
目
記
録
」
。

江
田
郁
夫
「
室
町
都
府
東
国
支
配
の
研
究
」
第
II
編
第
ニ
・
六
章
（
高

志
書
院
、
二

0
0
八
）
も
参
照
。

(51)
奥
州
探
題
は
、
黒
嶋
敏
前
掲
害
二
七
頁
。
最
上
氏
は
史
料
が
欠
如
し

て
い
る
が
、
最
上
氏
の
全
盛
を
築
い
た
と
い
わ
れ
る
義
光
の
時
で
さ

え
襲
封
当
初
は
近
隣
の
寒
河
江
氏
等
を
山
形
に
居
住
せ
し
め
な
い
か

ら
、
そ
れ
以
前
に
国
人
が
出
仕
し
た
と
は
想
定
し
が
た
い
。

(52)
「
御
内
書
案
」
で
葛
西
氏
は
「
不
日
属
左
衛
門
佐
手
」
と
命
じ
ら
れ

て
い
る
が
、
本
来
は
奥
州
探
題
か
ら
独
立
し
た
存
在
だ
が
、
特
別
に

属
す
よ
う
命
じ
ら
れ
た
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
黒
川
氏
は
同
史
料
に
「
不

H
談
合
左
衛
門
佐
」
と
あ
る
か
ら
、
奥
州
探
題
と
対
等
の
立
場
で
あ

る。

(53)
「
国
分
白
川
文
害
」
（
康
正
三
年
・
一
四
五
七
）
四
月
四
日
細
川
勝
元

書
状
（
「
白
」
五
五
五
）
、
「
東
京
大
学
文
学
部
所
蔵
白
川
文
害
」
（
康
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正
三
年
・
一
四
五
七
）
四
月
四
日
細
川
勝
元
書
状
（
「
鮫
川
村
史
」

第
二
巻
資
料
絹
上
第
三
編
中
世
八
三
号
）
。

(54)
注

(34)
史
料
。

(55)
小
林
宏
「
室
町
時
代
の
守
護
使
不
入
権
に
つ
い
て
」
（
「
北
大
史
学
」

―
-
、
一
九
六
六
）
。

(56)
「
蒋
衣
申
状
」
（
「
石
巻
の
歴
史
」
第
八
巻
賓
料
編

2
古
代
・
中
世
編

五
0
五
号
）
。
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
喜
良
前
掲
書
第

m部

第
三
章
を
参
照
。

〔
付
記
〕

小
論
脱
稿
後
、
胡
偉
権
「
室
町
期
出
羽
国
の
執
行
体
系
と
羽
州
探
題
最
上

氏
ー
そ
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
「
日
本
歴
史
」
八
三
五
、
二

0
一
七
）

が
公
に
さ
れ
た
。
別
稲
を
無
視
し
て
い
る
点
は
さ
て
お
き
‘
[
史
料
A
]
を

受
け
て
[
史
料
B
]
＼
[
史
料
E
]
が
作
成
さ
れ
た
と
す
る
点
は
ヽ
小
論
第

一
章
第
一
節
の
批
判
が
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
し
‘
[
史
料
A
]
の
充
書
の
「
竹

松
」
を
小
野
寺
氏
と
す
る
点
は
小
野
寺
氏
の
家
格
か
ら
み
れ
ば
「
小
野
寺
竹

松
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
成
り
立
た
な
い
。
こ
の
他
に
と
り
あ
げ
る
べ
き
こ

と
が
あ
ろ
う
が
、
胡
論
文
に
よ
っ
て
小
論
を
改
め
る
べ
き
と
こ
ろ
は
な
い
（
初

校
に
際
し
て
）
。
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